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並ぶと消える 

 

小さい正三角形をならべたマス目から３マス選んで，石を置きます。次に，辺と辺がとなりあった三角形

に置かれた石を取りのぞきます。 

 

 

 

 

 

下の図のような，小さい正三角形９個をならべて大きい正三角形にしたマス目に，石を３個置く場合につい

て，次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

（１）石が１つも残らないような置き方は，何通りありますか。 

 

（２）石がちょうど１個残るような置き方は，何通りありますか。 

 

※必要であれば，下のマス目を使って考えなさい。 
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並ぶと消える （１）１２通り （２）３９通り 

 

（１）石が１つも残らない場合，図のように石がおかれた３個のマス目は等脚台形

の形になっています。よって，３マスの等脚台形が何個正三角形のマス目の中に

あるかを考えればよいことがわかります。平行な１組の辺の向きが右の例と同じ

ものは，以下の４通りです。 

 

 

 

 

 

 

 平行な１組の辺の向きを他の正三角形の辺と平行にしたものも考えて，４×３＝１２（通り）です。 

 

（２）石が残るマス目の位置に注目して，場合分けをします。 

  右図の場合，残る２つの石の置き方は６通りで，向きを変え

ても６通りずつありますから，６×３＝１８（通り）です。 

 

 

右図の場合，残る２つの石の置き方は４通りで，向きを変え

ても４通りずつありますから，４×３＝１２（通り）です。 

 

 

 

 

右図の場合，残る２つの石の置き方は３通りで，向きを変えて

も３通りずつありますから，３×３＝９（通り）です。 

 

 

 

 よって，１８＋１２＋９＝３９（通り）です。 

試行力問題～子どもから大人まで～ 


